
Japan Society of Histochemistry and Cytochemistry (JSHC)

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Histoohemistry 　and 　Cytoohemistry 　（JSHC ｝

102

夏
一驫 一7 豆一B − 9

ラ ッ ト大縫線核土昇路 に 関する検討

　　高木　宏 ， 塩坂貞夫 ， 稲垣　忍 ，

　　阪中雅広 河山波恵美子 e 高月権一
，

　 遠山正弥

　　（阪大 ・高次研解剖 ）

　 石本
一

郎

　　（阪大 ・眼科 ）

蛍光色 素注入 に よ る microgha の 由来 の 検

討

　　今本喜久 子，永井利 三 郎，木村　　宏，

　 　前 田　 敏博

　　 （滋賀医大 ・ 解 ）

大縫線核 （RM ）は セ ロ トニ ン CsHT ）作動性

二
・L
− n ソ を多数含み e そ の 下行線維を脊髄に

送り e 痛覚機能 と深 い 関連が あるの で はな い

か と推察され て い る 。 最 近我 々 は sHRP を用

い
兮
RM の

一
部 の 細胞が 上昇線維 を少 な くとも

視床下部領域に ま で 送 鉱 そ れ らは 3 非 セ ロ ト

ニ ン 作動性細胞で あ る事を明 らか に した 。
RM

は サ ブ スタ ンス P （Sp）等を含む細胞 も認め られ s

R 鰯 ま複雑な 細胞構築をな し s そ の 機能の 複

雜さ が 想像され る。 今 回我 々 は 識 M の 機能を

明 らか にする為の 畷 として そ の 上昇線維 の

投射路等に つ い て 検討した 。 HRP を小脳 ，中

脳 中心灰自質 s 上 丘 2 視床及 び視床下部諸核 e

大脳皮質及び前脳各部位に微量注入 し ，
TMB

法に よ bRMI内で の 標識細胞 の 分布に つ h て

検討 した 。

　上述 の 実験か らの 結果を総 合し判断す る と

RM か らの 脊髄以外へ の 投射路は 似 下 の 三 経

路 に 分け られ る 。 ω小脳へ 行 くもの
，  中脳 中

心 灰 白質を上昇し 、上 丘等に 側 副枝を送 幻つ つ

來傍核近傍に 終 る もの
，  内側前脳 束を上 昇

し s 視床 中心核群に 終る もの 。

　こ れ らの 上昇線維 を 出す RM 細胞 と gSp 細

胞との 関連に つ い て も免疫組織化学を用 い 合

わせ 検討 した 。

ラ ッ トの 脳粱 に お い ては ，mi （オ oglia は 生後

9 〜12日目に 観 察 され る ように なる。従来 の

研究 よ り，我 々 は ，生後初期 の ameboid

cells とmicroglia の 関 係 が 密接な こ とか ら，

microg ！iaは ，血 中単球 が 胎 生後期 か ら生後

初期 にか け脳実質 の 粗性部 に 侵 入 し，そ の
・一

部 が脳 内 に 留 っ た もq）で あ る と考え て き た 。

今回 は 蛍光色素 primul ｛n を用 い て こ の 問題

を検 討 して みた s

生食水 に 10％ に 溶解 した蛍光 色素 primulin

（黄 色蛍光 λ rnax 　 365　 nm ）を 新生 ラ ッ b

の 内頚 静脈 よ り i2屍 注 入 し， 3，5，7．10，12及び

14 口 目に　　FAGLU 液　（4 ％ paraform ，
〔廴5

％ glutar ）で 灌 流 固定 した後 ，30％ sucro
−

se 液内に 一
晩 放置 後 ，凍結 切片を作 製 し，

落射蛍光 顕微鏡 F で 観 察 した 、，

新生 ラ ッ トの 脳 粱 内ameboid 　cells は
，

ク

モ 膜 下腔 ，脳室 内及 び脳 実質内 に 散在す る細

胞 と類似 し共に 弱 い 蛍光 を持 っ
。 色素注入例

で は ，黄色蛍光 は 特に 強化 し
， Primulin 摂

取 能力 を有す こ とが判 明 した。生後 了 口 目頃

か ら脳槊 内 の ameboid 　 cetl は次第 に そ の 形

態 を球型 か ら，細 く延 び た もの へ と変化 させ ，

生ec　14 日 に は分岐 した細胞突起を有す典型的

な microglia の 形態 を蛍光顕 微鏡 下で 示 した 。
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